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自ら学びとる 力の基礎につちか ぅ 生活科の実践的研究 
子どもの体験的な 活動を通して 一一一 

（ 

（ 

浦添市立宮城小学校教諭 号 俸 啓 子 

Ⅰ テーマ設定の 理由 

「先生、 臼 ぃ 花がきいているよ。 首 かざりも、 ゆびわ も、 かんむりも作れるよ。 作ろ う、 作ろ う 。 」 

「今、 社会の勉強でしょう。 はい ニ みんなでつか う もの コ を見つけましょう。 」 「先生、 砂場はみん 

なで使 う 所です。 みんなで砂遊びをしょう。 」 

これは、 低学年の子どもと 先生に見られる 会話のひとこまであ る。 子どもたちは、 社会科の時間 

だから、 いつも社会事象に 興味・関心を 示すとは限らず、 自分の興味・ 関心から身近な 社会のよ う 

すだけでなく、 自然の よう すにも目を向け、 遊 び の中から子どもなりに 一休的にとらえた 上で、 自 

発 的に学習をしょうとしている。 

ところが、 子どもの遊びを 見ると、 ファミコンのような 個人的で、 人工的な生活が 次第にふえて 

きて、 自然や友だちとの 触れ合いがきわめて 少なくなり、 子どもの生活であ るはずの遊ぶこと、 遊 

びを通して学ぶこと 等が 、 子どもたちから 次第に失われつつあ る。 

また、 ここ数年らい 子どもたちの 生活リズムについての 教師による「生活点検」の 結果から子ど 

もたらの基本的生活習慣や 生活技能の不足が 目立っている。 

今、 このような子どもたちの 実態に即した 対応が求められてきている。 これまでの教師主導の 細 

切れせ授業実践を 反省し、 児童に生活の 中で自然に触れ、 積極的に遊ぶこと、 遊 ぴを通して学ぶこ 

との体験をきせ、 生活のなかに 生きてはたらく 力を育てる必要があ ると考える， 

昭和 62 年 12 月、 教育課程審議会答申により 新教科として 生活科が設けられることになった。 生 

活 科のねらいは、 「具体的な活動や 体験を通して、 自分と身近な 社会や、 自然とのかかわりに 関心 

を持ち、 自分自身や自分の 生活について 考えきせるとともに、 その過程において、 生活上必要な 習 

慣や技能を身にっ け きせる自立への 基礎を養 う 」とあ る。 すな ね ち、 見る・調べるなどの 具体的な 

活動や体験を 通して思考するという、 低学年の児童の 発達上の特徴を 重視したことにあ る」 

子どもの発達上の 特徴をとらえた 上で、 自らの課題を 解決して行こ う とする追究力 め 素地にっち 

かう ために、 必要な内容・ 万法を身近なところから 精選し、 体験を重視した 活動を進めようという 

のであ る。 子どもの生活の 中に生きて 働 く知識となるものは、 自分で体験し、 経験した中から 得 ろ 

れたものが多いと 思、 ぅ ， 

そこで研究仮説として「子どもの 身近な社会や 自然の学習指導において、 子ども白らはたらきか 

けることのできる 具体的な活動や 体験を重視した 学習活動を組織し、 展開すれば、 主体的に活動 

( 学習 ) しょうとする 意欲は高まり、 自ら学 び とる力の基礎が 育っであ ろう」」を設定した。 

作る・育てる・ 遊ぶなどの具体的な 活動を行ったり、 それを言葉・ 絵 ・動作化・劇化などの 表現 

活動を重視する 学習は 、 子どもたちの 見方・考え万を 育てる力になると 考える。 そのことが子ども 

たちの意欲的な 学習態度の育成につながり、 自ら学びとる 力の基礎にっち かぅ 生活科となると 考え、 

本 テーマを設定した ， 
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Ⅱ 研究の基本的な 考え方 

]  自ら学びとる 力の基礎を斉うことの 大切さ 

学 び とる力とは、 「学んで、 自分のものとすることのできる 力 j ( 広 辞苑 新村山編 ) とあ る。 

それを受けて、 l- あ る問題場面に 直面したときに、 自分の力で、 自分が主体となり、 問題を解決 

していくことのできる 力 」を、 「自ら学びとる 力 」と理解している。 

これまで、 子どもに「いかにわからせるか」を 念頭において 実践することが 多かった，ところ 

が、 教えられるだけでは 真の学力は身についてこない。 子どもの側の 意欲を引き出し、 主体的に 

学習を進めていかないと、 わからせることは、 大変困難であ る。 意欲を持って 学習に参加してい 

るときは、 学習は、 子どもたち自身で、 どんどん進め、 理解を容易にしていくものてあ る。 

では、 子どもたちが、 主体的に自ら 学習を進めるためには、 教師としてどのような 手だてをす 

れば良いかが、 大切な課題であ る。 子どもたちが 何を学び、 ど う 問題を解決していったら 良いの 

かという道筋を、 学年の発達段階に 応じて、 身につけさせてやることが 大切であ る。 

低学年の子どもたちは、 具体的な活動の 中で、 白ら進んで行動し、 白らの経験を 通して納得し 

理解していくものてあ る。 そこで、 自らの判断にもとづいて 行動てきるような 生活ができる 基礎 

をめざして、 活動的な体験をきせる 必要があ る。 低学年の子どもにたいしては、 体験的な学習を 

重視し、 身体表現をともなった 学習活動を取り 入れることによって 、 子どもの興味・ 関心を高め 

学び万を定者させ、 学びとる力の 基礎につちかう 生活科につながると 考える。 

2  体験的な活動と 教育的機能 

体験的な活動を 取り入れた学習は、 身体表現や身体活動を 取り入れるので、 子どもたちは 意欲 

的に取り組んでいく。 それは、 学 び とる力の育成につながり 意欲的に追究する 態度が育てられる 

と考える。 

このように、 低学年の子どもたちの 発達段階からみて、 体験的な活動をすることから 疑問や思 

考が生まれ、 解決の糸口を っ かむものであ る。 

Ⅲ 体験的な活動の 教育的特性 

① 実際の場や、 地域の中で、 体験的な活動を 通して得た知識や 技能は 、 子どもたちの 見方、 

考 え 万を育て、 思考力を伸ばすものであ る。 

② 体験的な学習を 通して興味・ 関心が高まり、 人間性を高め、 実践 力 がつき、 自己教育力を 

養 う 基礎となり生涯学習へもっながるものであ る。 

③ 体験的な学習を 通した学習をする う ちに、 既 有の経験や知識を 働かせ、 創造性豊かな 思考 

力感性豊かな 表現力が期待できる。 

㈹ 体験的な活動万法と 教育的機能 

① 自然と触れ合う 体験的な活動   観察能力と感性の 育成につながる 学習。 
② 具体物によって 五感を働かせた 学習や体験を 積む活動   ものの見方・ 考え万を育てる 学 
習 。 

③ 見たり、 聞いたり、 行ったりする 体験的な活動   自分と社会事象とかかわりを 考える 学 
習 。 

① 実地に調べたり、 資料で調べたりする 体験的な学習一意欲の 開発につながる 学習。 
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⑤ 「とっこ活動」や「劇化活動」などのような 再構成による 体験な的学習   その人物の感 
情や考え、 気持ちなどを 理解するのに 役立つ学習。 

⑥ 書いたり、 作ったりする 体験的な活動   表現 ノ J や物の製作の 基礎を養 う 学習。 

Ⅱ 生活科へのあ ゆみと目標等 

生活科は、 低学年の理科と 社会科が消えて 新しく生まれたものであ る。 理科と社会の 合科したも 

のというとらえ 万ではなく、 全く新しい教科という 見方、 とらえ万が大切であ る。 単元名を見る 限 

りでは、 これまでの理科や 社会科とよく 似ていて、 授業展開案を 作成する段階では、 従来のような 

知識理解的な 設定になりやすいので 注意を要する。 

生活科は「社会とのかかわり」 「自営とのかかわり」 「自分自身」という、 3 つの基本的視点、 と 

¥Q の具体的視点、 とから成り立って、 知識理解というよりも 態度や技能の 育成をねら ぅ 教科としての 

特性があ る。 

Ⅰ 生活科へのあ ゆみ 

なぜ、 今、 生活科なのだろうということをよく 耳にする。 このような素朴で 大事な疑問をもつ 

ことは大切であ る，前述したこともあ るが、 設置されるまでの 経緯をきちんととらえてみること 

@c よって、 その疑問が解明でき、 生活科の教育的な 特性や機能について、 理解を深め、 授業実践 

に生かすことができるのではないかと 思 う 。 

昭和 W6 年に、 社会と理科についての 見直しの提言がみられる。 さらに、 昭和 40 年代から、 り 、 学 

校低学年教育のあ り万についての 検討の経過を 踏まえて構想されたのが 生活科であ る。 

( 以下新聞や雑誌等からの 抜粋 ) 

（ 

年 項 目 

S@ 26 

7. 10 

46.  6 

50.  9 

50. 10 

51.  2 

51. 10 

* 学習指導要領一般 編 ( 試案 ) 

社会科と理科は 一まとめにして 指導し 

問題解決の経験を 発展させる教科             

女中央教育審議会答申 

社会的及 び 自然的な環境について 学習 

する新しい教科を 設ける必要があ る。 

* 教育課程審議会 

総合的な指導倉科的な 指導法の推進 

士教育課程審議会 

総合的な内容で 取り扱う……教科の 編 

成も含めて内容構成の 改善を図るべき 

* 小学校指導要領作成のための 協力者 

会議 

総合的な指導のための 研究の必要性 

ナ 教育課程審議会審議のまとめ 

教科の編成を 変えること [c は…‥倉科 

年 項 目 

的な指導を従来以上の 推進 

51.12  化教育課程審議会答申 

総合的な活動……倉科的な 指導の推進 

52   * 「学習指導要領」 

低学年においては 合科的な指導が 十分 

できる よう にすること 

58. Ⅱ ナ中央教育審議会教育内容小委員会審 

講経過報告 

既存の教科の 改廃を含む再構成を 行 う 

必要があ るがどのような 教科構成が       

60. 6  * 臨時教育審議会第 2 次答申 

社会・理科などを 中心に、 総合化を進 

め 、 児童の具体的な 活動や体験を 通し 

総合的に指導することができるよ う       

61. 4  ナ 臨時教育審議会第 _ 決答申 同上 

61. 7  * 小学校低学年の 教育に関する 調査 協 
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力者会議の設置 

① 低学年児童の 発達の特徴から 活動 
や             

② 体験や活動を 通して総合的な 指導 
の             

⑧ 社会認識や自然認識は 活動や休 験 を 
④ 基本的な生活習慣や 技能を身につ 
  ける             

③ 体験によって 意欲的に学習する 態 度 
ナ 教育課程審議会 ( 中間のまとめ ) 「教 

育課程の基準の 改善の基本方向」 

生活科は、 児童が自分との 関わりにお 

いて人々 ( 社会 ) や自然を捉え 児童の 

生活に即したき ま さまな活動や 体験を 

通して社会認識や 自然認識の芽を 育て 

るとともに、 そのような活動や 体験を 

行 う 中において自己認識の 基礎を養い、 

  

  62.  7 

62. 11 

62.12 

生活に必要な 習慣や技能を 身にっ け き 

せ、 自立への基礎を 養 う ことをねらい 

として構想するのが 適当であ る。 

ナ 教育課程審議会生活科委員会報告 

「生活科の内容構成」 

安 教育課程審議会中間報告 

幼稚園、 小学校中学校及び 高校の教育 

課程の基準の 改善について ( 生活科設 

定 ) 

* 教育課程審議会 

「生活科のねらい」具体的な 活動や体 

験を通して自分と 身近な社会や 自然と 

の関わりに関心を 持ち、 自分自身や自 

分の生活について 考えきせるとともに、 

その課程において、 生活上必要な 習慣 

や 技能を身につけきせ 自立への基礎を 

養 う 。 

テ
 
"
 

  

2  目標及 び 内容 

「具体的な活動や 体験を通して、 自分と身近な 社会や自然とのかかわりに 関心を持ち、 自分自 

身 や目分の生活について 考えさせるとともに、 その過程において 生活上必要な 習慣や技能を 身に 

つけさせ、 自立への基礎を 養 う 。 」 

Ⅲ 目 標 

① 「具体的な活動や 体験を通して」 

これまでは、 具体的活動や 体験をしてきたのは、 知識・理解を 目的としてきた。 ところが、 

これからの生活科は、 具体的な活動 ゃ 体験そのものが 目的となる。 

② 「自分と身近な 社会や自然とのかかわりに 関心をもつ」 

これまでの社会科や 理科は、 社会認識や自然認識の 知識・理解を 目的としてきたが、 生活 

科は 、 自分白身とのかかわり、 自己認識が入ってきたことに 大きな特徴があ る」 

③ 「自分自身や 自分の生活について 考えさせる」 

自分を取り巻く 社会事象や自然事象と 自分との関係に、 興味・関心をもっだけでなく 生活 

のなかで、 自分の果たすべき 役割や行動のしかたも 考えることが 出来なければならない。 

④ 「活動する過程において 生活上必要な 習慣や技能を 身にっ け きせる」 

これまでは、 家庭生活や学校生活全ての 場面で、 自ずから身にっくものだというとらえ 万 

であ った。 ところが、 子どもの実態は「おはしがもてない」「りんどの 皮がむけない」とか、 
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「かたいものが 飲み込めない」など・これまでは、 生活の中で自然に 身にっ け きせていたこ 

とを意図的に、 しかも「活動する 過程で」身にっ け きせるということであ る。 

⑤ 「自立への基礎を 養 う   

これは生活科の 究極的なねらいになると 思 う " もちろん、 全ての教科をはじめ 道徳、 特 活 

なども自立を 目指している。 しかし、 低学年の生活科で 体験を通して 経験したことが、 自立 

への基礎になる よう にすることが 大切であ る。 

⑥第 1 学年波 ぴ 第 2 学年の目標として、 3 項目について 記述してあ る " 本研究集録 P4 を参 

照していただきたい " 

(2)  内 容 

生活科の内容構成は、 「自分と社会とのかかわり」、 「自分と自然とのかかわり 卜 「自分と 

自分自身とのかかわり」という 3 つの基本的視点からなりたっている。 さらに、 具体的な視点 

として 10 の項目があ るが、 ①～⑨までの 全てにかかわる 視点として⑩があ る。 

なお「生活科の 内容構成」は 本 集録と P6 を参照いただきたい。 

3  生活科の評価 

体験的な活動を 大切にする生活科の 評価のめり方は、 細心の注意を 要するものであ る。 評価の 

仕方を諜ると 生活科の主旨そのものを 逸脱してしまいかぬなり。 知識・理解がねら い ではなく、 

「この活動をやった 結果、 子どもの姿 ( 生き方 ) がどれだけよくなったか」という「態度を 育て 

る 」観点が大切になる " 

生活科が「自分とのかかわり」 「自分への気付き」を 重視することにあ ることを考えると、 生 

活 科の評価は、 「子どもの自己評価」が 望ましいと考える。 しかし、 運動会で「ぼくは 1 番だっ 

たよ」 「わたしは 2 番だったよ」とどの 子もみんな 1 位と 2 位で、 3 位似ドのいない 低学年の子 

どもたらにどのような「自己評価」が 適当か難しいところであ る。 いずれにせよ「生活科」の 主 

旨を尊重して 生活科の評価は 、 進めなければならない。 

Ⅲ 生活科の主旨を 生かした評価 

① 根気よく打ち 込んでいるか。 

② 自分や自分の 生活に気付いて 自分らしく、 生き生きとした 生活ができるか。 

⑧ 社会事象や自然事象に 関心を寄せているか " 

④ 友だちと協力しあ いながら学び、 身近な人となかよくできるか。 

⑤ 生活技術や生活習慣が 身についているか 等。 

(2)  「 2 の 2 ゆ う びんきょ く 」の評価 

① 観察 ( 座席 表 による ) 

② 作品 ( 製作物・表現等 ) 

③ 質問紙 

（ 

資料 1  本単元に入る 前のアンケート 

資料 2  座席 表 による チェソ タリス @ 、 

資料 3  本単元終了時の 質問紙 

資料 4  本単元終了時の 質問紙 ⅡⅠ ｜ ノ // 
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（ 

（ 

4  幼稚園と小学校低学年との 関連 

幼稚園教育と 小学校教育の 連続性・一貫性が 必要であ る。 幼稚園の遊 び 中心で内容の 区別や時 

間の制約が全くない 活動とは、 余り tc も段差が大きく 子どもたちは、 小学校に入学したとたんに 

机に向かって、 教科や道徳・ 特 活などに分化された 授業を受けることになる ， 「生活科」を 新設 

する意義の 1 っに 幼稚園と小学校教育とのつなぎを 円滑化するということがあ るのはそのためで 

あ る。 これからは小学校低学年については「遊び」も「勉強」という 見方をしなければならない 

面 がでてくると 思、 う 。 「遊ぶ」ことを 通して子どもたちは 多くのことを 体験し、 多くのことを 学 

んでいるのであ る。 子どもたらにとって「遊ぶこと」は 即 「勉強」だという 見 万は適切であ ると 

言えよ つ . 

しかし、 小学校では長い 間、 いや、 おそらく学校制度が 始まって以来「勉強時間」 「遊び時間」 

というふ う に「勉強Ⅰと「遊 び 」は 、 全く別のものだと 考えられてきたのではなかろうか。 

この度の生活科の 授業を計画する 段になり、 なかなか遊びを 取り入れた計画が 立たない。 遊ば 

すということはひずかしく 感じられてならない。 

「遊 び即 、 勉強」というとらえかたは、 「はい回る経験主義」にならないように、 と言われる 

こととの関連で、 ど う 遊ばせてよいものやらとまど う ことはかりであ る。 そこで、 幼稚園の研究 

発表会に参加したり 幼稚園教育要領を 読んだりした。 園児が自分で 自分の遊ぴを 見つけ真剣な 眼 

差しで、 しかも楽しそうに、 生き生きと取り 組んでいる姿に「生活科のあ り 方 」を見た思いがし 

ナ， 。 

生活科の展開は 幼稚園の活動万法が 大変参考になり、 「主体的に」 「個にあ った」 「自ら学 び 

とる」という、 わたしがこれまで 取り組んできたテーマに せ まるものだと 考える。 

第一 fc 、 「生活科」の 学習内容 fc 社会や自然とのかかわり 及 び 自分自身という 要素が含まれて 

いるので、 活動はそれらを 関連きせながら 総合的に展開する。 1 授時、 2 校時と細分化しすぎる 

現在の授業の 形態でなく、 もっと総合的に 展開する必要があ るからであ る。 

第二に、 「生活科」の 活動は、 学校内覚における 物や人、 事象などとの 直接的な触れあ いや体 

験があ り、 これらを 45 分という単位区切りの 活動ではねらいを 十分達成できない 場合が多い。 

そこで 2 時間、 3 時間と続けて 体験や製作、 表現を伴 う 展開がなきれてもよいと ぽ、 ぅ 。 幼稚園で 

は 登 園から 降園 までの保育活動が、 この展開万法であ る。 

第三に「生活科」の 活動で幼稚園に 学ぶことは「個々の 幼児の自発的な 意志による活動」を 大 

切にしていることであ る。 幼児の興味・ 関心・意欲を 重視した活動を 展開している。 どちらかと 

いえば、 共通目標の達成に 力点を置きながらも「個にあ った」だの「自ら 学ぶ」だのといってき 

たこれまでの 授業を反省させられる。 「生活科」では 究極的に共通目標を 身につけきせるとして 

も 、 そのプロセスにおいては、 個々の子供の 願いを生かす 活動が展開きれなければならない。 

この意味で、 「生活科」の 学習万法は幼稚園の 活動に近い性格をもっているといえよ う 。 そ う 

することによって、 子どもたちもすんなりと 小学校にとけ 込むことができるようになると 考える。 
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5  生活科と低学年社会科 

昭和 63 年度に発表予定の 新教育課程に 基づく学習指導要領 ( 案 ) が平成元年 2 月 10 日発表きれ 

た 。 日本教育新聞に よ ると新学習指導要領の 正式告示の予定は 平成元年 3 月 10 日で、 移行措置に 

関する告示は 3 月下旬になるという。 正式に告示きれてな い 現段階では あ るが、 移行期の取り 紐 

みを 新 間や月刊誌等から 整理すると「 (1) 移行期間の取り 組みⅠのようになる。 

(1) 移行期間の取り 組み 

1992 年 ( 平成 4 年 ) 

全 面 実 施 

生活科の教科書 

1989 年 ( 平成元年 ) '@  1990 年 ( 平成 2 年 ) ; 199] 年 ( 平成 3 年 ) 

移 Ⅰ 干 期 間 

本格的移行措置一 

現行の理科・ 社会の教科書の 存続     

  

年 

2 

年 

生活科の主旨 

を取り入れた、 

理 ・社の合 科的 

指導 

 
 

  
 
 
を
 
容
 
内
 
の
 
社
 

理
   

部 カットして合科 的 ; 

  な 扱いで一体 的 に指 ;  理 ・社の内容を 一 

導 ( 生活科 )       部カットして 合科 的 

  : な 扱 いで 一体的に指 
  

生活科の主旨をと ; 導 ( 生活科 ) 

り 入れた 理 ・社の合       

材 的 指導     

生活科全面実施 

  

せ 

① 平成元年度は 1 年 生の「生活科」の 年間指導計画を 立てつつ、 1 年・ 2 年ともに生活科の 

主旨を取り入れた 社会科・理科の 合 科的 指導で進める。 

② 平成 2 年度からは、 1 学年においては 生活科としての 実質的にスタートする ，社会科・理 

科の内容を一部 ヵソ卜 して合科的な 扱いで一体的に 指導する。 

⑧ 平成 3 年度からは、 1 学年・ 2 学年ともに実質的には 生活科になる。 

① 平成 4 年度から、 新指導要領の 全面実施となる。 

さら fr 生活科に関する「研究推進 校 」向けに文部省から「生活科研究の 視点、 」としての資料が 

出されているのを 見て・その中に 示されている「生活科の 参考 例 」と、 今回の「新学習指導要領」 

0 目標や内容を 基にしてこれまでの 社会科との関連を 調べてみた。 

生活科は社会科と 理科の合科ではないとはいえ、 平成元年度から 移行期間になることを 考える 

と 、 どうしても社会科や 理科との関連をみなくては 移行期間の計画が 立てられない。 

そこで、 ここでは「 (,2) 生活科と低学年社会科」について、 その関連を調べ、 両者の関係を 

把握したい。 
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（ 

（ 

Ⅳ 生活科の年間指導計画 ( 第 2 学年 ) 

Ⅰ 年間指導計画作成にあ たって 

Ⅲ 基本的な考え 方 

生活科の年間指導計画を 作成する時の 留意点、 として、 

① 生活科は、 低学年の理科と 社会科の合科されたものでなく、 全く新しい教科であ る。 

② 生活科で「何を 教えるか」ではなくて「何を 育てるか」ということであ る。 

③ 社会や自然を 可能な限り、 一体的にとらえて 学習を進める。 

④ 「自他の変容」という 心の教育を求めながら、 同時に、 「基本的生活習慣・ 技能」の定着 

も体験を通すことによって 目指すものであ る。 

⑤ 活動や体験を 豊富に取り入れることから 安全に気を付けるようにする。 

⑥ 家庭 ゃ 地域の人々の 協力が得られる よう にする。 

の 倉科的な指導を 取り入れる。 

⑧ 第 1 学年と第 2 学年の関連を 密にする。 

⑨ 生命尊重の立場から、 生き物の肯理を 適切に行 う ようにすることであ る。 

また、 生活科の目標や 内容が、 自己の周辺にあ るものを素材にして 経験的に取り 扱うことか 

ら 、 学校を取り巻く 環境をいかに 生かすかが重要課題となる。 学校周辺の社会環境・ 自然環境 

を調査・分析し、 そこから教材となり ぅ るもの、 人材として活用できる 人を選び出す 必要があ 

る 。 そのような教材や、 人材を生かすことが、 即 、 地域を生かした 独自のプランができあ がる 

ことにっながる。 浦添市には、 国際センターもあ り、 外国から多くの 人が研修にきているので 

「国際性」 @c 関する単元も 考えられる。 

㈲ 学習環境の見直し 

子どもの体験や 活動を重視するということは、 教室の中だけでなく、 学習の場をより 広く考 

えることであ る。 校舎や校舎周辺の 学習環境の見直しや、 家庭科 室 ・理科室などの 効果的な運 

用 が考えられる ，教材園や学級 園 ・飼育・栽培小屋なども   新しい観点に 立った学習環境の 整 

備が必要であ る。 

2  単元配列の視   占 

Ⅲ 学期初めは、 学級または学校への 適応にかかわる 単元を位置づける     

㈲ 自然・季節・ 地域・行事・ 遊びにかかわる 単元を、 それぞれの時期に 合わせて配列する " 

(3) 活動が家庭・ 学校から地域へと 広がり、 連続的に発展する よう に単元を構成する。 

(4) 低学年なりの 問題解決的学習により、 自然認識、 社会認識、 自己認識の芽が 育っよ う fC する。 

㈲学習時間は、 1 週 3 時間、 1 年生が年間 102 時間、 2 年生が 105 時間であ ることに留意する。 

Ⅰ 週 3 時間は、 1 時間どと、 2 時間と 1 時間、 3 時間連続などと 柔軟な運用を 考える " 他 教科 

との倉科も含め、 柔軟な対応を 考え構成する。 

㈲ 調査・製作・ 飼育・栽培など、 低学年の特性を 踏まえながら 構成する。 
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3  第 2 学年生活科単元計画㎝ 案 ) 

  

  
内容選択の視点、 

学 期 

⑥の③②① 月 4 5 6 7 9 

  (3) う ちの 買 ㈲秋をさが 一万 安全 消費伝達千 の」 １ 人々 

けんしょう てよ う いもの 

用 とな 
の生 
接活 ① ② ③ ① ② ③ ④ ① ① ② 
し   宮 主 
方   ち 

  生 公 の 三 日 の 二 
減 を 

の 公 育 
ロ貝 園 て 

の よ 
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⑩⑨⑧の⑥ ム よ   いもの 
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的の製のな 
な 成作 変自 
生長 化 然   自 適 友 サ 大 小 水 7  例 自 f 」 へ 

活 と と 年 分 びた ン 候 動 や ナ く 無 動 
習 生 め 生 の 場 ち ニ と 物 0  @  人 や 物 
慣 ? 舌触 を 町 にと ン 自 を や に の 入 る 
や 々 大 
技   0  町 
ヒム 目 ヒ か い パ 々 たく 切 生 に り 付 の 

と 
様 に 

か @  に 遊遊 に 活 し の け れ 
（ 全 テ 関 びぶ 世 に よ で て か 

干 す 
わ 0  6 

て り も ィ 心 の子 話 関 う き 買 る わ 子 
の l を で す 心 と る 物 子 か 

題材 

る   で 子 
Ⅰ こ   つ 子 き 

か 子 る 

か 子 子 
わ 
る   

内 ③ ① ⑥ ① ⑥ ⑥ ② ① ⑥ 
② ⑥ ① ②   ③ の ⑧ ③ 

の 
⑤ ⑥ 

視 ⑥ の 
，点 ⑨ 

台 特 
科 活   体育 図工 
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工 道   

夫 徳 田楽 
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づ 
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2 学 期 3 学 期 
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V  生活科の授業実践 

]  単元 名 2 の 2 ゆうびんきょ く 

2  単元の目標 

手紙で遠くの 人に必要なことや、 自分の気持ちを 伝えることがわかるとともに、 自分の手紙を 

郵便局の人が 確実に届けてくれる 苦労や工夫がわかり、 郵便どっこをして、 伝達手段としての 手 

紙に関心を持つことができる。 

3  単元について 

Ⅲ 生活科は、 具体的な活動や 体験を通して、 見る・調べる・ 作る・探す・ 育てる   遊ぶことな 

どを重視している」これまでは、 指導する目標ゃ 内容を双提にして、 それをどのような 万法で 

指導をするかを 考え、 その日標を達成するため @c 活動や体験を 取り入れていた。 ところが、 生 

活科は子どもたちに、 どのような活動や 体験をきせていくか、 ということが 前提になる。 活動 

な 行 う 過程で、 子どもたちにどのような 態度や能力が 育っていくのか、 という発想が 生活科指 

導には必要であ る " 本 単元の活動は、 伝達手段としての 手紙や郵便局の 人々の働きに 関心を持 

ち 感謝の気持ちを 持って協力しょうとする 態度を育てるの fc_ 適切であ ると考える   

㈲ これまでの社会科でも、 いろいろな活動や 体験を取り入れてきた。 しかし活動や 体験は 、 知 

識や技能の理解や 修練のための 手段であ った。 生活科は活動や 体験・遊 び そのものを目的とし 

てとらえるところに 大きな特色があ る。 本 単元では、 「 2 の 2 の うひ んきょ く 」のどっこ遊 び 

を日的にし、 どっこ遊びを 成功きせるために、 郵便局見学も 取り入れたい。 

(3) 筑波大学附属小学校教諭の 有 m 和正先生の「ボストずくり」の 授業も、 体験的な活動を 行 う 

過程で、 問題を発見し、 それをねばり 強く追求しょうとする 態度を育てる 授業実践であ り、 生 

活科の授業展開の 一万法であ ると考える。 「ダンボール 箱 などでポストづくりをさせていく 過 

程で、 いかに本物を 見ていないかに 気づかせ、 本物を見直きなければならない 必要感をもたせ 

て、 何度も見直しをさせながら 本物のように 作らせていく " そしてポスト 一つでも、 正確につ 

かむことがいかに 難しいことかに 気づかせる」 ( 写真で授業を 読む 有田和正 明治図書 P47) 

と述べ、 さらに目標においては、 「観察したことをもとにして、 友だちと協力しながら・ 本物 

のようにポストづくりを 工夫したり、 できたボストを 使ってどっこ 活動をしたりして、 活動の 

楽しさを味わわせるとともに、 その活動の過程で 新しい問題を 見つけ、 それを、 ね ぱり強く追 

来 する態度を育てる。 」とあ る。 目標や活動からみても 有田先生の実践は、 生活科を先取りし 

た形となっている。 きらに、 生活科の誕生の 背景の一つが、 これまでの社会科が 知識注入的 授 

業 てあ ったという反省の 上にたっていることから 考えると、 当をえたものだと 思 う " そこで 本 

単元の玉「ポストづくり」の 部分は、 伯   m 先生の実践に 基づいて試みる ， 

(4) 学芸会の案内状を 書き、 自分で切手を 購入して手紙を 投函することにより、 手紙に興味をも 

たせ．正しい 手紙の書き方の 必要性を体験させる。 また郵便局の 人々の働く様子を 見たり、 説 

明を聞いたりして、 これまで何も 感じないで受け 取ったり、 出したりしていた 手紙が 、 いろい 

ろな人の手を 通って届いていることや、 自分の出した 手紙を郵便局の 人々が確実に 、 早く届け 

るために努力していることを 感じ取らせ、 道具や施設の 工夫についてとらえきせたい。 

㈲ 体験や活動を 通して、 郵便局で働く 人々 へ 感謝の気持ちを 育てたい。 働く人々の苦労を 知り 
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（ 

感謝の気持ちを 持った子どもたちは、 手紙を書くとき、 柏手のために、 自分にもできそうなこ 

とを考え、 できるだけ正しく、 ていねいに書くようになると 思われる。 

(6) 局内を見学するとき、 働いている人々の 迷惑にならないようにすることや、 説明をしていた 

だく人々へのマナー ( 聞く態度・言葉使い・あ いきつ ) に気を付けて 行動する " 

4  単元の構造図 

「目 標 コ 

。 伝達手段としての 手紙に興味・ 関心をもち、 手紙が届くまでの 仕組みについて 話し合い、 わか 

らないこと、 不思議なこと、 詳しく調べたいことをはっきりきせ、 方法を工夫して 追究できる。 

。 自分の書いた 手紙で、 遠くの人に伝えることがわかり、 確実に 、 早く届けるため、 郵便局の人 

たちが手分けしたり、 順序よく仕事をしたり、 苦労や工夫をしていることが 把握できる " 

亡子どもの姿 コ 

1  身のまわりのでき ど とに関心を持ち、 ねばり強く追究する 子どもたち 

2  働く人々に気づき、 感謝の気持ちを 表す子どもたち 
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ポ
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。 ポストの構造はどのよう 

になっているか 具体的に表 
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②学芸会の案内状 

を書こ う 6 一は 一は 5 
。 自分の家族への 

案内状を書く。 

。 自分で手紙を 出 

す ( 切手の買い方 ) 

( 切手の貼り 万 ) 。 

。 届いた案内状を 

調べる。 

 
 

。 郵便局見学 

( 働く人々の苦 

労や工夫・設備 

。 話を聞くマナー 

。 感想文を書く 

。 郵便とっこに 

必要な物を知る 

⑤お礼の手紙を 書 2 こ， っ 一 2 1 1 

  。 郵便局で 助 く人々   

  の 気持ちを考えお 礼   

す
 
人
を
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ち
 

て
っ
持
 

 
 を
話
 
謝
 

 
   

 
 

の
 
  表すため手紙の 生し   

  い 書き方がわかる。 
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5  単元活動計画 

題 
材 題材目標 

  
名 

。 ポストを見直す 

ポ 必要感から追究す 
ス 

ト ることができる。   
る ってポスト作りが 

っ できる。 

(4) 

状学 。 手紙が届くため 

を 芙に約束があ ること 

出 あ がわかり書くこと 

          ができる。 
。 探検の視   占 、 を た 

(2@  てる。 

郵便 。 局を訪ね働く 人 
扉 々の様子を知り、 
検 ごっこに必要な 道   
よう 。 あ いさつができ 
(2)  る 。 

び 2  。 局をひらく計画 

んの き 2  をたて準備ができ 

く よ ゆう る 0 
。 局をひらいて 局 

(3@  の仕事ができる。 
  

苦手 お 
こ紙 礼 

。 お礼の手紙を 書 

うをのく事ができる。 

Ⅱ 1) 

甲
ん
 

-
 
よ
 

一
石
 

Ⅰ
一
 

丁
Ⅰ
 

の
 

作
 

 
 

の
 

 
 

作
な
 

の
 

製
 

の
 

物
 

製
作
 

的
慣
 

 
 

の
 

の
 

土
ト
 

ノ
 

報
 

本
 
省
 

土
弓
 

 
 

内
 

⑤
 
達
 

 
 

⑧
 
物
 

時 
閉 口 

おもな活動と 内容 例 

1  。 ポストについて 知っていることを 書く。 

。 ボスト作りをしながら、 ポストについて 考え合 

い見方の不備な 点や不明な点を 明らかにしていく。 

3  。 ボストを見直してバループでポスト 作りをする。 

。 ポストじまんをする。 

  ボストを使って 遊べないだろうか。 

。 ボストのほかに 使うものを郵便局で 調べよう。 

。 せっかく 局 へいくのだから 案内状を書こう。 

。 学芸会の案内状を 書く。 

。 郵便番号、 宛名、 差出人、 住所がきちんと 書け 

2  たか調べる。 

。 自分の書いた 案内状はどんな 手順でおうちの 人 

に届くのだろうか、 また道具はどんなものだろう 

か 予想、 し 、 探検の視点を 立てる。 

。 郵便局にはいろいろな 仕事があ ることがわかる。 

。 局で働く人々の 工夫や苦労に 気づく。 

。 郵便ごっこに 必要な道具がわかる。 

2 

。 マナーや聞く 態度に気をつけて 探検できる。 

  。 自分たちで郵便局をひらく 計画を話し合い 準備 

する 0  スタンプ カバン かこ はがき 

区分けだな 切手 その他 

2  。 郵便やさんごっこをする。 

集配の仕事 切手やはがきを 売る人 その他 

。 正しい手紙の 書き方がわかりお 礼の手紙を書く。 

  。 自分で手紙を 書いてボストに 入れる。 

ノ
 
"
 

づ
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ハ 

（ 

援助並びに留意点、 

。 知っていると 思っていたことが、 実は 

知らないのだ・ ということに 気づかせる 

ために善かせる。 

。 いいかげんにボストをみていたな、 本 

物を見直して、 いろいろなものを 使って 

木物らしく作ろ う という意欲をもたせる。 

。 作ったボストを 遊びにつか ぅ よ う に仕 

向け、 郵便局見学への 意欲をもたせる。 

。 いっしょうけんめい 練習している 学芸 

会への案内状を 送って 、 家の人に見ても 

らいたいという 意欲をもたせ 手紙が書け 

るようにする。 

。 確実に届くために 気をつけている 点に 

視点を向けさせる。 

評価の観点 ( 評価の方法 ) 

。 ホストを見直す 必要感を持っことがで 

きたかの ( 観察・座席 衷 ) 

。 ポストの工夫や 仕組みを 見 けだして・ 

ポスト作りができたか。 

( 作品 ) 

。 手紙を書こ う とする気持ちを 持ったれ 

( 観察・座席 表 ) 

。 郵便番号・宛名・ 住所が書けたか。 

( 手紙 ) 

。 確実に届くために 気をつける点がわか 

っ たか 0 ( 手紙 ) 

関連準備 

郵 便 物 

画 用 紙 

ケント紙 

ダンボール 

ガムテープ 

他 

郵便番号 帳 

住 所 録 

。 見学の視点をしっかりもたす。 

。 郵便ごっこに 使う道具作りの 必要性と 

必要なものを 収集しようという 態度を養 

  

。 挨拶や見学態度に 心配りをさせる。 

。 働いている人々の 工夫や苦労に 気づ い 

たか。 ( 質問紙 ) 

。 集配、 区分げなどの 仕事があ ることが 

わかったか。 ( 質問紙 ) 

。 話している人を 見て 、 聞いているか。 

( 観察、 座席 表 ) 

。 見学したときのことや、 既有 経験から 。 郵便ごっこに 必要なものがわかり 準備 

開局に必要なものを、 グルーブごとに 栢 することができたか。 ( 作品 ) 

談し 、 準備させる り 。 郵便やさんの 工夫や苦労がわかり、 早 

。 よ こさないで、 早く、 確実に届 る 工夫 く 確実に届けることができたか。 

や 苦労に目を向けさせる。 ( 観察、 座席 表 ) 

。 ていねいに・ 読みやすい字で 書かせる。 。 読みやすい手紙が 書けたか。 ( 手紙 ) 

。 感謝の気持ちが 現れ、 書き方がわかる。 。 手紙の書き方出し 方がわかる。 ( ギ紙 ) 

。 切手・を買って 正しい場所にはり、 出す。 。 切手の買いポストに 入れたか。 ( 観察 ) 

フラッシュ 

カード 

切 手 代 

フラッシュ 

カード 

ポ ス ト 

画 用 紙 

色 紙 

び んせん 

封 筒 

お か ぬ 
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6  活動計画案 ） 活動計画 2 （ 一は 一は 4 2 一は 3 
Ⅲ 題材 名 ポストを作ろう 

(2) 本 時のめあ て 道具をうまくつかって、 本物らしいボストを 作らせる。 

@3) 展 開 

 
 

0
 

0
 

O
 

9
 

2
 

2
 

 
 

  

0
 
時
 

り
を
 

回
心
 

の
関
 

身
に
子
 

初
っ
 

仲間と協力 

して片付ける 

子 

ポストを製 

作した喜びの 

持てる 子 

見通しを 立 

てる 子 

予想．される 活動 援助並びに留意点 関連・準備 

  本 時の活動を話し 合う。 

2  本物らしいボストを 作る。 

3  道具や紙屑などを 片づける。 

4  ボストじまんをする。 

  本物らしくできていると 

ころ 

  工夫したところ 

5  郵便ごっこの 計画をたて 

る 。 

・郵便ごっこで 使うものを 

話し合う。 

6  どんなものを 使って、 ど 

んな仕事をするか、 郵便局 

へ 行って調べよう。 

7  郵便局へ行くのだから 学 

芸会の案内状をだそう。 

・見直してきたポストを 早 

く作りたいという 意欲を 

持つようにさせる。 

・ 4 人バループで 作らせる。 

・材料はそれぞれのグルー 

プで自由に持ってきたも 

のを使用させる。 

・教師も必要と 思われる材 

料を用意する。 

・まちがったことをしても 

教師は指摘しないように 

配慮し見まもる。 

・安全に気をつけて 幾度も 

本物のポストを 見に行っ 

てよ い ことにする。 

・持ち物を整理し 片づける。 

・各バルーブのポストをく 

らべて、 木物らしくでき 

ているところを 見つける 

ようにさせる。 

・でき上がったボストを 使 

って郵便ごっこへ 活 円さ 

せるようにする。 

  意欲的に調べる 視点に結 

びつける。 
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8  授業メモと評価 
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 単

 

目
標
 

平成元年 1 月 12 日 一 26 日 

単一 ・ポストを作ろう ・案内状を書こう 

万構 ・郵便局探検 ・ 2 の 2 郵便局 
成 ・お礼の手紙 

（ 

（ 

指 導 過 程 

時 教材 指 導 内 容 留 意 事 項 期日 授業メモ 

  

① あ る 力ぷ 浦添では見られない 

    ・二ロ が 多い。 
  
  

  

， ・ポスト作りをする。   ・知ってるはずのポスト か 
  ? ボストになっておかしが 

13  っている子もいる。 
② ，幾度も本物のポストを 見   ながら作っている。 

・作ったポストを 遊びに使 う 1  . 郵便自動車や 切手などを 
            てる。 ・ごっこで使う 道具しらように 仕向ける。   ィ年っている 子もいる 0 

  
べ のため 局 へ行くことを ・郵便局見学への 意欲を持た 14  . 本物らしくできている 所 
( 話し合う。 せる。 ① を誇らしげに 発表する。 

  いた。 

・郵便局のいろいろな 仕 ・見学の視点をしっかり 持た   ・窓口・消印・ 集配の仕事 
す 。   に 関心を寄せた。 

・あ いさつや態度に 注意する。 う 道具を調べていた。   ・質問がしたく 落ち着かな 
いようすであ る。 

9  2 の 2 
，，郵便局を 開く計画をし ・開局に必要なものを、 グル ー ご っこに必要な 事項を物 
て 準備する。 一プ ごとに相談し 準備させる。   ・ 人 ・場所の面から 整理す 

，よ こさないで、 早く、 確実 21  る 。 

    ・自分たちで 計画立てて す 
るので満足気であ る。   

・つい教師がひっぱって い 
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Ⅵ 研究の成果と 今後の課題 

「自ら学 び とる力の基礎にっち かぅ 生活科のあ り 方 」について、 研修を深めてきた。 その申で 

「ど う すれば生活科の 授業になるの た ろ う 。 」と考えたり、 ド これまでの社会科との 関連はどうな 

るか」と思い 悩んだこともあ る " そんな時、 仲地車夫先生金城武夫先生からいただいた 資料や 、 

池田博 洸 先生に拝借した 本 ・研究先進校の 実践 体 、 急きょ取り寄せた 生活科についての 本筈をむき 

。 まり読み、 大手町小学校をお 訪ねしたりした。 そのうちに社会科と 同じように見えても「活動内容 

の 重点の置き万を 、 " 自分 " の立場へ 180 度発想の転換を 図った授業をすればよい」という 確信を 

つかむことができた。 

実践授業では「 2 の 2 ゆ う びんきょ く 」を取り上げてみた。 その中で言えることは「子どもが 伸 

び伸びと活動できる " 」ということであ る。 低学年の子が 軌中できる生活科は、 意欲的に取り 細む 

ので、 やはり「自ら 学 び とる 力 」につながる 教科と言えよう。 生活科については、 まだ実践してな 

い 教科のせいが 苦しい研修であ っ た " このように、 大人でも体験してない 事柄については 困難であ 

る 。 ましてや、 幼い了に「体験的な 活動」が必要であ ることは論をまつまでもない。 

0  研究の成果 

①生活科と、 社会科との相違点らしきものがつかめ、 「体験的な活動の 大切さ」がわかった。 

② 幼稚囲へ足を 運ぶよ う になり、 幼稚園と小学校低学年との 関連の大切きがわかった。 

③生活科は「自己教育力の 基礎」となり「自ら 学ぶ 力 」を育てる基礎となることがわかった。 

0  今後の課題 

① 生活科の主旨にそった 評価・評定のあ り 方 。 

② 生活科を基盤にした、 図工や体育・ 国語等との倉科のあ り 方 。 

③ 子どもが白らの 意志で選択でき 地域の実態に 即した学習計画の 立て方。 

④ 社会科で育てていた「資料活用能力」を 生活科でど う 育てるか。 

③ 活動の「 場 」や消耗品などの「経済的 う らづけ ] . 「幼稚園との 連携」をどう 整えるか。 

⑥ 地域の学習とも 言える生活科を 進めるための 父母・自治会・ 老人会との連携のあ り 方 。 

これらの課題は、 実践研究を積み 重ねるなかで 解決して行かなければならない 事柄であ る。 

この度の研修は、 研究所の所員・ 仲西昌秀先生・ 琉球大学附属小学校副校長仲 地重矢 先生・上越 

市立大手町小学校・ 宮城小学校の 先生がたをはじめ 多くの方々に 支えられ進めることができ、 仲地 

先生考案の「授業メモと 評価様式」は 格別のど好意により、 活用させていただいたものであ る。 

研究所を修了するにあ たり 西 出貝 輝 所長・大城 昌 局主査を始めご 指導くださった 諸先生がた・ お 

世話いただいた 金城きん・ 慶田 兄さんに深く 感謝申し上げます。 
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